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平成２７年第１回府中町議会定例会 

会 議 録（第３号） 

 

１．開 会 年 月 日     平成２７年３月 ６日（金） 

２．招 集 の 場 所     府中町議会議事堂 

３．開 議 年 月 日     平成２７年３月１３日（金） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１８名） 

   議長  中 井 元 信 君    副議長  繁 政 秀 子 君 

   １番  小 菅 巻 子 君     ４番  益 田 芳 子 君 

   ５番  山 口 晃 司 君     ６番  上 原   貢 君 

   ７番  海 渡 弘 信 君     ８番  西   友 幸 君 

   ９番  中 村   勤 君    １０番  慶 徳 宏 昭 君 

  １１番  山 西 忠 次 君    １２番  木 田 圭 司 君 

  １３番  力 山   彰 君    １４番  岩 竹 博 明 君 

  １５番  加 島 久 行 君    １６番  中 村 武 弘 君 

  １７番  梶 川 三樹夫 君    １８番  林     淳 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．付議事件 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 第１５号議案 府中町特別職の職員で常勤のものの給料の額の特例に関する条 

           例の一部改正について 

  ３ 第２１号議案 府中町介護保険条例の一部改正について 

  ４ 第２４号議案 府中町道路占用料徴収条例の一部改正について 

  ５ 第 ５号議案 平成２７年度府中町一般会計予算 

  ６ 第 ６号議案 平成２７年度府中町土地取得特別会計予算 

  ７ 第 ７号議案 平成２７年度府中町国民健康保険特別会計予算 

  ８ 第 ８号議案 平成２７年度府中町下水道事業特別会計予算 
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  ９ 第 ９号議案 平成２７年度府中町介護保険特別会計予算 

 １０ 第１０号議案 平成２７年度府中町後期高齢者医療特別会計予算 

           （予算特別委員会解散） 

 １１ 一般質問 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．説明のため会議に出席した者 

      町          長   和多利 義 之 君 

      副 町 長   佐 藤 信 治 君 

      教 育 長   高 杉 良 知 君 

      企 画 財 政 部 長   高 石 寛 智 君 

      総 務 部 長   寺 尾 光 司 君 

      福 祉 保 健 部 長   末 釜 由紀夫 君 

      生 活 環 境 部 長   梶 川 幸 正 君 

      建 設 部 長   河 中 健 治 君 

      向洋駅周辺区画整理事務所長   土 手 澄 治 君 

      消 防 長   中 川 和 幸 君 

      教 育 部 長   金 藤 賢 二 君 

      教 育 次 長   野津田 隆 利 君 

      総 務 課 長   榎 並 隆 浩 君 

      子 育 て 支 援 課 長   山 西 仁 子 君 

      総 務 課 長 （ 教 委 ）   森 本 雅 生 君 

      社 会 教 育 課 長   池 口 豊 記 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．職務のために会議に出席した者 

      議 会 事 務 局 長   花 田 智 史 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開議 午前１０時００分） 

○議長（中井元信君） 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員１８名で、

定足数に達しておりますので、議会は成立いたしております。よって、平成２７年第
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１回府中町議会定例会第３日目の会議を開きます。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程でございますが、お手元に配付いたしております日程で会議を進め

てまいりたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） 御異議なしと認めます。よって、議事日程のとおり会議を進め

ることと決定をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中井元信君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は１４番 岩竹議員、１５番 加島議員を指名いたします。よろしくお願いを

いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中井元信君） 日程第２に入りますが、お手元の日程第２から日程第１０まで

の各議案は、平成２７年度予算並びにそれらの関連議案でありますので、一括議題に

供したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） 御異議なしと認めます。よって、日程第２、第１５号議案、府

中町特別職の職員で常勤のものの給料の額の特例に関する条例の一部改正について、

日程第３、第２１号議案、府中町介護保険条例の一部改正について、日程第４、第

２４号議案、府中町道路占用料徴収条例の一部改正について、日程第５、第５号議案、

平成２７年度府中町一般会計予算、日程第６、第６号議案、平成２７年度府中町土地

取得特別会計予算、日程第７、第７号議案、平成２７年度府中町国民健康保険特別会

計予算、日程第８、第８号議案、平成２７年度府中町下水道事業特別会計予算、日程

第９、第９号議案、平成２７年度府中町介護保険特別会計予算、日程第１０、第

１０議案、平成２７年度府中町後期高齢者医療特別会計予算、以上を一括議題に供し

ます。 

  本件につきましては、予算特別委員会に付託いたしておりますので、ただいまから

委員長より審査結果を報告していただきます。 

  予算特別委員会委員長、１４番岩竹委員長。 

○１４番（岩竹博明君） それでは、報告をしたいと思います。 
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  平成２７年３月１３日。 

  府中町議会議長中井元信様。 

  平成２７年度予算特別委員会委員長岩竹博明。 

  平成２７年度予算特別委員会報告書。 

  平成２７年３月９日の会議において付託された案件は、慎重に審査した結果、次の

とおり決定したので、府中町議会会議規則第６６条の規定により報告します。 

  第１５号議案 府中町特別職の職員で常勤のものの給料の額の特例に関する条例の 

         一部改正について 

原 案 可 決 

  第２１号議案 府中町介護保険条例の一部改正について 

原 案 可 決 

  第２４号議案 府中町道路占用料徴収条例の一部改正について 

原 案 可 決 

  第 ５号議案 平成２７年度府中町一般会計予算 

原 案 可 決 

  第 ６号議案 平成２７年度府中町土地取得特別会計予算 

原 案 可 決 

  第 ７号議案 平成２７年度府中町国民健康保険特別会計予算 

原 案 可 決 

  第 ８号議案 平成２７年度府中町下水道事業特別会計予算 

原 案 可 決 

  第 ９号議案 平成２７年度府中町介護保険特別会計予算 

原 案 可 決 

  第１０号議案 平成２７年度府中町後期高齢者医療特別会計予算 

原 案 可 決 

  なお、審査過程における意見等が出ておりますので、朗読します。 

  ふれあい福祉センター改修等事業における太陽光発電システム設置等については、

設置後のメンテナンスなど実際の運用に関し、十分留意されたい。 

  商工会の健全な運営のため、必要な条件である組織率の向上に向けて、今後も努力

を続けられたい。 
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  また、補助金の交付においては、その使途について町の指導が行いやすい形態を考

慮、導入すべきである。 

  災害対策事業の一環である防災行政無線デジタル化整備については、整備計画に沿

って速やかに進められたい。 

  ２７年度は、平成２８年度から新たにスタートする第４次総合計画策定業務予算が

計上されている。この計画は、将来１０年間の府中町のまちづくりの柱となる最上位

の計画である。また一方で、国においては、「まち・ひと・しごと創生法」が制定さ

れ、市町村は「創生総合戦略」を定めることとなっている。 

  この２つの大きな計画は、２７年度で並行しての策定業務となるが、２つの計画が

整合性のある、真に住民の福祉の向上につながるよう、強く望む。 

  今後とも、財政計画については、後年度負担を十分視野に入れた計画とされたい。 

  空き家対策については、特別措置法に基づく運用指針が示された後は、町において

も、関係部局が連携して、早期に適切な措置を講じられたい。 

  道路整備に当たっては、歩行者や自転車の安全にも配慮するとともに、関係機関、

関係部署とも連携し、交通安全意識の醸成を諮られたい。 

  以上です。ありがとうございました。 

○議長（中井元信君） ただいま予算特別委員会委員長より報告がありましたが、本件

につきましては、１８名全員による予算特別委員会において審査していただき、内容

は御理解のことと思います。よって、質疑を省略し、直ちに１議案ずつ討論、採決を

行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） 御異議ないようでございます。よって、１議案ずつ討論、採決

を行います。 

  また、採決の場合、現在の出席議員１８名で、その間、議員数は変わらないことと

思いますので、この際、定足数の確認も省略しながら採決を進めていくこととさせて

いただきます。 

  それでは、参ります。 

  ただいまの出席議員１８名で、採決に加わる者１７名でございます。 

  お諮りします。 

  日程第２、第１５号議案、府中町特別職の職員で常勤のものの給料の額の特例に関
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する条例の一部改正について、討論を行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第２、第１５号議案、府

中町特別職の職員で常勤のものの給料の額の特例に関する条例の一部改正については、

委員長の報告のとおり可決決定をいたしました。 

  次に参ります。 

  日程第３、第２１号議案、府中町介護保険条例の一部改正について、討論を行いま

す。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第３、第２１号議案、府

中町介護保険条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決決定をいたしま

した。 

  次に参ります。 

  日程第４、第２４号議案、府中町道路占用料徴収条例の一部改正について、討論を

行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第４、第２４号議案、府

中町道路占用料徴収条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決決定をい
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たしました。 

  次に参ります。 

  日程第５、第５号議案、平成２７年度府中町一般会計予算について、討論を行いま

す。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第５、第５号議案、平成

２７年度府中町一般会計予算は、委員長の報告のとおり可決決定をいたしました。 

  次に参ります。 

  日程第６、第６号議案、平成２７年度府中町土地取得特別会計予算について、討論

を行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第６、第６号議案、平成

２７年度府中町土地取得特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決決定をいたしま

した。 

  次に参ります。 

  日程第７、第７号議案、平成２７年度府中町国民健康保険特別会計予算について、

討論を行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
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○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第７、第７号議案、平成

２７年度府中町国民健康保険特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決決定をいた

しました。 

  次に参ります。 

  日程第８、第８号議案、平成２７年度府中町下水道事業特別会計予算について、討

論を行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第８、第８号議案、平成

２７年度府中町下水道事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決決定をいたし

ました。 

  次に参ります。 

  日程第９、第９号議案、平成２７年度府中町介護保険特別会計予算について、討論

を行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第９、第９号議案、平成

２７年度府中町介護保険特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決決定をいたしま

した。 

  次に参ります。 

  日程第１０、第１０号議案、平成２７年度府中町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて、討論を行います。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中井元信君） なしということでございますので、これより採決を行います。 

  本案について、委員長の報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中井元信君） 全会一致でございます。よって、日程第１０、第１０号議案、

平成２７年度府中町後期高齢者医療特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決決定

をいたしました。 

  ここで平成２７年度予算特別委員会に付託された案件は全て終わったわけでござい

ます。したがって、平成２７年度予算特別委員会を解散いたしたいと思いますが、御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井元信君） 御異議ないようでございます。よって、平成２７年度予算特別

委員会を解散いたします。 

 

（予算特別委員会解散） 

 

○議長（中井元信君） ここで正・副委員長に御挨拶をお願いいたします。 

  まず、委員長からお願いをいたします。 

  １４番岩竹委員長。 

○１４番（岩竹博明君） 予算特別委員会が絶大なる議員の皆様の御協力により、スム

ーズに終えることができました。本当にありがとうございました。 

  予算執行に当たりましては、議員から出されました意見を参考にし、また費用対効

果を十分頭に入れて予算執行に当たっていただきたいと思います。重ねてお礼を申し

上げて、委員長の任務を終えたいと思います。本当にありがとうございました。 

（拍 手） 

○議長（中井元信君） 続いて、副委員長、お願いします。 

  ８番西副委員長。 

○８番（西 友幸君） 今回、大分議題があったんですが、委員長もよく、皆様方もよ

く御理解いただき、何とか無事にやっていくことができました。どうもありがとうご

ざいました。 

（拍 手） 
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○議長（中井元信君） 正・副両委員長におかれましては、大変に御苦労さまでござい

ました。ありがとうございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中井元信君） ここで休憩をいたします。再開は１０時３０分からということ

で、休憩でございます。 

（休憩 午前１０時１６分） 

 

（再開 午前１０時３０分） 

○副議長（繁政秀子君） 議長を交代いたしました。休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副議長（繁政秀子君） 日程第１１、一般質問を議題に供します。 

  一般質問は、慣例に従って、総務文教から順を追って、通告順に行います。 

  総務文教関係、第１項、道徳教育の推進について、１２番木田議員の質問を行いま

す。 

  １２番木田議員。 

○１２番（木田圭司君） 皆さん、おはようございます。私、トップバッター、１４、

５年になるんですけど、初めてです。よろしくお願いします。 

  質問させていただきます。道徳の教育の推進についてという質問でございます。 

  児童・生徒が生命を大切にする心や他人を思いやる心、善悪の判断などの道徳性を

身につけることは、とても重要であり、道徳教育は児童・生徒の人格形成だけでなく、

学力向上、いじめ、非行問題行動の未然防止につながるものと考えております。 

  府中町では、昨年度「主体的に学ぶ児童・生徒の育成－心に響く道徳授業の充実を

通して－」をテーマに道徳教育実践研究事業に取り組まれ、創意工夫を生かした道徳

教育を推進しておられると聞いております。 

  これからの小・中学校における道徳教育の取り組みについては、学社融合の視点か

らも、子供の人格の基礎を形成する家庭や学校を取り巻く地域との連携は、必要不可

欠と考えますが、教育委員会の考えをお伺いいたします。 

  学社融合というのが、学校教育と社会教育がそれぞれの役割分担を前提とした上で、

そこから一歩進んで学習の場や活動など、両者の要素を部分的に重ね合わせながら、

一体となって子供たちの教育に取り組んでいこうとする考え方であり、従来の学社連
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携の最も進んだ形態と見ることができるというふうにあります。 

  先般、川崎で悲惨な中１児童の殺害事件とかありまして、この件でスクールソーシ

ャルワーカーを質問させてもらおうと思ってたんですけど、梶川議員さんが、その件

の質問をされるみたいなので、ここはさらっとだけにしたいと思うんですが、今現在、

私は１，４６６名おられるとお聞きしてるんですが、それで、これちょっとこれ古い

データと思うんですけど、合ってるのかどうなのか。 

  現在、全国で小・中学校３万１，４０９校で、ある専門家は１万人ぐらいのそうい

うスクールソーシャルワーカーが必要じゃないかと、なかなかふえない理由の一つが、

やっぱり費用の問題等もあるようにお聞きしております。 

  その件は、梶川議員のほうが多分質問されてるんだろうと思うんで、人数とか現在

の状況をさらっとでいいんで、よろしくお願いいたします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（金藤賢二君） おはようございます。教育部長です。１２番木田議員御質

問の道徳教育の推進についてを答弁させていただきます。 

  道徳教育は、豊かな心を持ち、人間としての生き方の自覚を促し、道徳性を育成す

ることをねらいとする教育活動です。社会の変化に主体的に対応して、生きることが

できる人間を育成する上で重要な役割を持っています。学校においては、道徳の時間

をかなめとして、学校の教育活動全体を通じて道徳教育を行うものであります。道徳

の時間はもとより、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞ

れの特質に応じて児童・生徒の発達の段階を考慮し、適切に指導していくことが重要

と考えております。 

  さて、本町における道徳教育の推進につきましては、第１に、町内小・中学校の道

徳教育の充実を目的として、平成１８年度から府中町道徳教育推進協議会を設置して

おります。授業研究も含め、年４回協議会を開き、学校や地域の実態に応じて児童・

生徒の心に響く道徳教育を推進するための研究研修を行い、各校の道徳教育推進教諭

の機能化を図っております。 

  第２として、昨年度から府中中学校区で道徳教育の改善充実総合対策事業の県指定

を受け、校区内の小・中学校４校が連携して道徳教育の充実に努めております。小・

中９年間で育てたい姿を明確にし、発達の段階に応じた指導の工夫について研究、実
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践しております。 

  さて、道徳教育の推進に当たっては、学校内にとどまらず、家庭、地域社会との連

携が必要不可欠であります。保護者、地域の道徳教育を普及するために、各校では各

学年が道徳の時間を保護者や地域の皆様に見ていただく道徳参観日を実施しておりま

す。参観後は懇談会を行い、学校の道徳教育の取り組みを説明し、保護者や地域の皆

様の意見を伺う会を設置しております。 

  また、今年度からは学校で使用している「私たちの道徳」を家庭に持ち帰り、低学

年では保護者に見てもらいながら、記入したりすることもあります。教育委員会とし

ても家庭との連携について、一層の充実を図るよう指導しているところであります。 

  また、児童・生徒が学んだことを行動に移していく活動として、小学校児童会、中

学校生徒会の代表が児童・生徒会議を行い、町内クリーンキャンペーン等の企画運営

を行っております。この活動には、保護者や地域の皆様から多くの御協力を得ており

ます。体験活動を通して、中学生は小学生から頼りにされたり、地域の皆様から、頑

張ってるねと声をかけてもらったりすることも多く、児童・生徒の自己肯定観や感謝

の心の育成につながっております。 

  子供たちの道徳性の高まりとして、実生活においてもさまざまな姿にあらわれてる

ことが、地域の住民から声として聞かれております。例えば、車椅子のお年寄りを中

学生が助けたり、小学生がみずから進んで公園付近のごみなどを拾っております。こ

のように、よい行いが多く聞かれるようになっております。児童・生徒が学校で学ん

だことを生活の場においても行動で示していることは、地域の大人たちが評価して返

してくださることが、児童・生徒の道徳性をさらに高めていくことにつながっている

と思います。 

  次に、家庭教育についてですが、教育基本法では、父母その他の保護者はこの教育

について第一義的に責任を有するものであって、生活のために必要な習慣を身につけ

させるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図るように努めるもの

とすると期待されております。子供の教育、つまり家庭教育は、第一義的には保護者

が責任を有するものと考えております。 

  そこで、社会教育においては、家庭教育を支援するため、さまざまな事業を実施し

ております。その中で親の力を学び合う学習プログラムを活用した講座では、家庭に

おいて子供の道徳性を養い、豊かな成長を促すプログラムを実施しております。 
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  例えば、就学前児童を持つ親にはしつけをテーマにしたり、思春期の子供の親には

子供の自立を促す親のかかわり方を考えることを通して、子供の道徳性の発展につい

て考えることにもつながっております。 

  先ほどスクールソーシャルワーカーのことをちょっと質問されたと思います。全国

におきましては、今年度で１，４６６人、来年度につきましては、国の要望でいきま

すと、４，１４１人ほどの増員になるとはお聞きしております。今後とも学校、家庭、

地域が連携して子供たちが豊かな心を持ち、人としての生き方を自覚し、道徳性を育

む環境の充実に努めていく所存であります。 

  答弁としては以上であります。 

○副議長（繁政秀子君） ２回目の質問ございますか。 

  １２番木田議員。 

○１２番（木田圭司君） ありがとうございました。当然悪いことばかりじゃなくて、

いろいろいいこともあると思いますし、やられておる部分もあると思います。もっと

積極的に地域に出ていくような活動をふやせたらと、学校は先生おられます、一生懸

命やられていますし、教育委員会もやられていると思いますけど、家庭に帰って地域

の一員になったときに、やっぱり家庭の中になかなか先生が入り込むいうのも難しい

問題もあると思います。 

  先ほどのスクールソーシャルワーカーに限らず、この府中町にもたくさんいろんな

経験を持たれたり、いろんな資格も持っておられる先輩方もたくさんおられると思い

ますので、そういう人たちの力をおかりして、家庭のほうはやっぱり地域として、や

っぱり先生の仕事もたくさんありますし、なかなか家庭の中いうのは微妙な問題もあ

って、非常に難しい問題だろうと思うんですけど、私は小・中学生を含む、その親も

一緒に教育できる何かないんかなと、その親の世代の人たち、府中町にたくさん優秀

な人たちがおられると思いますので、そういう力をぜひ活用していただきたいと思い

ます。 

  その中で、３月５日の中国新聞に中学生男女５人逮捕、ハボタンや街灯損壊疑いと

いうことで、安芸郡の中学生も逮捕されたという記事が出ております。これは平和記

念公園のすぐそばにある花壇でそういうことをして、その後、街灯等をコンクリート

片を投げつけて壊したという記事が出ておりまして、この平和都市広島で平和公園の、

これちょっと私は場所ははっきりわからないんですけど、新聞には平和記念公園のそ
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ばにある花壇となっておりますが、全国から平和学習に来る場所であります。海外か

らもやっぱり広島に来て行かれるところといえば、宮島もございますが、原爆ドーム、

平和記念公園、こういう平和都市広島の子供がこういう場所でそういうことをすると

いうのは、もう大変ちょっとどうなんかと、どういう教育を受けとるのかというのを

非常に危惧しております。その辺で何か考えなり思いがあれば、よろしくお願いしま

す。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  教育次長。 

○教育次長（野津田隆利君） 御指摘の件を含めまして、いわゆる児童・生徒への生徒

指導につきましては、学校は学校なりに生徒指導担当であるとか、担任等を中心に子

供に裏切られながら、もがきながら、粘り強く対応させてもらっているところです。 

  御指摘のように、なかなか家庭教育には踏み込めない部分もありますが、場合によ

っては、教員が家庭教育にも踏み込んで親に対する指導的な助言といいますか、とこ

ろまで踏み込まざるを得ない状況もあります。地域の力をもっとおかりしてという御

指摘です。そのためには、まず学校がもっともっとオープンにして、地域へ情報提供

なりして、地域からの御理解をいただいた上で協力関係を築くべきであろうというふ

うに、教育委員会としても思っております。貴重な御意見でありますので、教育委員

会としても学校を全面的に支援して、さらにオープン化するようには指導していきた

いというふうに思います。 

  以上です。 

○副議長（繁政秀子君） ３回目の質問。 

  １２番木田議員。 

○１２番（木田圭司君） 大変難しい問題で、これ以上答えようはないと思うんですけ

ど、先ほど言いましたように、学校のほうは大分開放されて、いろんな方が出入りさ

れていると思います。もう一歩、今職場体験とかいろんな形で数日間子供たちが出る

場面はあるんですけど、もっとそういう場をふやして、いろんな機会で、以前もある

議員さんが消防訓練なんかに小学生とか中学生も呼んだほうがええんじゃないかとい

うような意見もございましたが、そういうのをちょっと検討していただいて、やっぱ

り地域の中で自分たちが認識されとると、やっぱり私もそうでしたけど、知り合いの

前では余り悪いことできずに、ちょっとやめとこうかなとか、ええ子にしとこうかな
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とかいう、人間心理として多少はそういうのもあると思いますので、やっぱりどんど

ん出ていくことも必要じゃないんかなというふうに思っておりますので、一遍に言う

たら難しいとは思うんですけど、そういうことで地域の一員として認められるように、

家庭がなかなか自分の子供をちゃんと教育もできない、育てられないいう状況もある

んだろうと思います。それを学校にというのはもう絶対無理なんで、やっぱりいろん

な、まあ繰り返しですけど、先輩方のお力とか、いろんなかかわりを持ってられる方

おられますので、府中町にもたくさんおられると私は思ってます、府中町以外も含め

てですね。今、スマホとかでもすぐ情報がつながって、例えば私の車なんかも、家も

そうですけど、車の番号まで全部子供ら知っとるような状況なんで、もうすぐそうい

う情報はぽっと広がりますよね。 

  それはそれでこういう時代なんで、しょうがないんでしょうけど、川崎の事件もそ

うですけど、あれだけ一生懸命連絡を取ったけど、なかなかやっぱり会えなかったと

いう、だろうと思うんですけど、やっぱり直接会って、相手の顔を見て話すると、基

本だろうと思うんですけど、電話とかＬＩＮＥとかメール、確かに便利でいいんだろ

うと思いますけど、やっぱりそういう場もつくれるような環境整備を、先生方は大変

だと思うんですけど、まあ繰り返しですけど、そういう地域の力もおかりして、やっ

ぱり顔と顔を見ていろんなことをやっていくような形をとれるように、と思うており

ますので、よろしくお願いします。これは要望で。 

  以上です。 

○副議長（繁政秀子君） よろしくお願いいたします。 

  以上で、第１項、道徳教育の推進について、１２番木田議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第２項、スクールソーシャルワーカーの活用はについて、

１７番梶川議員の質問を行います。 

  １７番梶川議員。 

○１７番（梶川三樹夫君） 前任者とちょっとかぶってるところもあると思いますが、

スクールソーシャルワーカーというものに焦点を当てて質問したいと思います。 

  このスクールソーシャルワーカーという言葉、これを調べますと、地域で起きたい

じめ、暴力、不登校、虐待などに関して、いろいろな関連機関との仲介役となる子供

や保 護者の 支 援をす る人のことだそうで す。先ほども数が出まし たが、全国 に

１，４６６人おられて、先ほどの情報だと、新年度には４，０００人以上に増員する
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計画があるそうです。つまり、点の情報、個々に持っている情報を関連しながら、連

携しながら、面として解決をしていく役割を持っているのが、このスクールソーシャ

ルワーカーというふうに聞いております。元教員の方や社会福祉士の人が多いという

ふうに書かれておりました。それでは、質問いたします。 

  先月、川崎市の多摩川河川敷で中学１年の男子が遺体で見つかった事件で、現在少

年３人が殺人容疑で逮捕され取り調べを受けております。この事件の約２週間前、川

崎区内の小、中、高校や市教委、警察署の担当者の会合で、この男子のケースは「最

近、登校できなくなった子がいる」と報告されていました。また、学校は、家庭訪問

や母親への連絡を繰り返しましたが、本人と接触できず、一度は連絡がついたものの、

不登校の理由はわからなかったということです。 

  今回のような事件が起きないように、子供の深刻な悩みを救いとれる体制の確立が

必要と思われます。その方策の一つとして、学校と児童相談所、福祉事務所などが連

携し、いじめや不登校、暴力行為などの問題を抱えた子供の支援を行うスクールソー

シャルワーカーの活用について、教育委員会の考えを聞きたいと思います。 

  要求資料として、府中町内小・中学校の不登校の児童・生徒数も出していただいて

おります。３年分が出ておりますが、私も先ほど見ていて非常に、学力は全国一の福

井県の平均以上の学力を持ってるんだというふうに聞いておりますが、こういう不登

校においては、少し平均よりも高いんだなということをこの表を見て感じております。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（金藤賢二君） １７番梶川議員御質問のスクールソーシャルワーカーの活

用は、について答弁させていただきます。 

  川崎市において過日発生した中学１年生殺人事件のような事案から、本町において

児童・生徒の実態を把握するとともに、学校の体制がどのようになっているかの確認

が必要であると考えております。 

  そこで、町教育委員会では、学校において７日間以上連続して連絡が取れず、生命

または身体に被害が生ずるおそれがあると見込まれる者について、３月３日付で町内

の小・中学校に通知し、直ちに確認したところであります。本町の小・中学校におい

ては、該当者はいませんでした。 
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  不登校を初め児童・生徒が引き起こす生徒指導上の問題行動の原因や背景はさまざ

まであり、学校のみならず、家庭、地域、関係機関の連携のもと指導を行うことが大

切だと考えております。 

  不登校への対応としては、２つの視点で取り組んでおります。 

  １つ目の視点は、不登校児童・生徒の学校復帰を目指した指導と支援です。現在、

学校へ登校できない児童・生徒の居場所として、くすのきプラザに適応指導教室、た

んぽぽの部屋を開設しており、青少年教育相談員３名が児童・生徒に生活や学習の指

導、支援を行っております。 

  また、両中学校には、学校までは登校できても教室へ入ることができない生徒に対

し、校内の適応指導教室を設置し、生徒が学習できる場としております。そこでは教

育相談担当の教員や、町費の非常勤講師により生活や学習の指導、支援を行い、少し

ずつ友達の交流の場を持たせながら、教室への復帰を促しております。 

  ２つ目の視点は、未然防止の観点から、児童・生徒の豊かに心を育てる道徳教育の

充実に努めております。児童・生徒が主体的に取り組み、かかわり合う体験活動によ

り、自分が役に立っているという思いや、周りの人に認められてると感じることで自

己肯定観の高まりも見られております。また、生徒指導体制の確立により、登校渋り

等の気がかりな児童・生徒の早目の対応により、不登校を未然に防止することにつな

がっております。 

  しかしながら、登校意欲を失ったり問題行動を繰り返す児童・生徒の中には、生活

環境や家庭環境に課題を抱えている場合が多くあります。個別の指導や保護者への対

応を行う中、特に家庭環境、生活環境については、専門的な見地からの指導、助言が

不可欠であると感じております。 

  現在、ソーシャルワーカーの配置はないものの、町嘱託員の青少年教育相談員、県

教委の事業であるスクールカウンセラー等によって、教育相談活動を行うとともに、

警察や子供家庭センター等、関係機関との連携による個別ケースを行っております。

それぞれの立場から児童・生徒、保護者、それぞれの対応を続けているところです。 

  ソーシャルワーカーは、平成２７年度から県の新規事業として配置される予定であ

り、町教委としても２つの中学校配置を県に要望しているところであります。学校に

スクールソーシャルワーカーを配置することで、経済状況、生活環境に課題のある児

童・生徒の家庭へ支援を行うことができるようになっております。スクールソーシャ
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ルワーカーが学校、家庭、地域と連携して協力するためのかなめとして機能していく

ことを期待しているところであります。 

  答弁は以上であります。 

○副議長（繁政秀子君） ２回目の質問。 

  １７番梶川議員。 

○１７番（梶川三樹夫君） 今、スクールソーシャルワーカー、広島県ではまだまだこ

れからの体制だと思うんですが、何か新年度から配備されるという答弁でしたよね。

要望されてるということですね。このスクールソーシャルワーカーというものがどの

ように機能していくのかっていうのは、私もまだ未知数のところがあるんだと思いま

すが、やはりいろんな機関との連携というのは必要だと思いますので、ぜひこれを有

効に活用できるようにしていただきたいと思います。 

  ただ、ちょっと懸念しているのが、川崎市でもスクールソーシャルワーカーが７行

政区に各１人配置されてたということを聞いておりますし、進んでるところは、進ん

でるというか、これをたくさん取り入れたところは福岡市のように各学校に１人ずつ

配置されてるということも聞いております。これらが本当に有効に機能すれば、非常

に大きな力になるんだろうということを思いますので、ぜひ検討を重ねていただきた

いというふうに思います。 

  ちょっと２回目の質問ですが、今回の川崎市の事件でもスマートフォンの無料通話

アプリ、ＬＩＮＥを使って少年らと連絡を取っていた実態が浮かんできております。

スマートフォンの普及で子供同士のやりとりが周囲の目に触れにくくなっていると思

います。スマートフォンの取り扱いについて、子供たちに、また保護者に対し研修は

行われているか、この実態について質問をいたします。よろしくお願いします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  教育次長。 

○教育次長（野津田隆利君） 第２問のスマートフォン等の使用制限等に係る研修とい

うことですが、携帯電話等の急速な普及に伴いまして、無料通話アプリやＳＮＳ、ソ

ーシャルネットワーキングサービス、オンラインゲーム等のいわゆるソーシャルメデ

ィア等により、高い利便性が得られる一方で、長時間利用による生活習慣の乱れであ

るとか、不適切な理由によりまして、児童・生徒の犯罪被害、いじめやプライバシー

上の問題等につながるケースも見られます。最近では、コミュニケーションアプリが
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普及しまして、その閉鎖性の高さからネット上でのいじめの発見が難しくなるなど、

さらなる問題も発生しております。 

  このようなことから、平成２０年度に県内の教育長会、校長会、ＰＴＡ団体の代表

で構成される携帯電話等に係る啓発活動推進会議において、携帯電話の問題から子供

を守ろう運動が全県一斉展開されております。保護者に対しましては、４つの提案が

なされているところです。 

  内容ですが、１番目に、学校には携帯電話を持ち込まない。２番目に、家庭では保

護者が子供の携帯電話に責任を持つ。３番目に、家庭では我が家の携帯ルールをつく

る。４番目に、学校では発達段階に応じた情報モラル教育を徹底するが上げられてお

ります。 

  この運動が実効性のある取り組みになるよう携帯電話等が本当に必要かどうか、い

ま一度家庭で十分話し合うことや、携帯電話を持つ場合には、家庭おける使用ルール、

例えば夜９時以降は使用しないとか、そういったルールをつくることを保護者へ働き

かけを行うことが必要としております。本町教育委員会におきましても、これと連携

し、児童・生徒を指導しているところであります。 

  その他、学校教育におきましては、児童・生徒に対しては長期休業前の指導である

とか、広島東警察署によるサイバー犯罪防止教室の開催等を行っております。 

  また、保護者に対しては、学年初めでの学校説明会での啓発あるいは道徳参観日の

授業を情報モラルについて考える時間としまして、保護者にも一緒に考えてもらうな

ど、工夫して取り組んでいるところであります。 

  また、社会教育におきましては、町内ＰＴＡ連絡協議会と教育委員会の共催で毎年

家庭教育フォーラムを開催しております。今年度におきましては、保護者からの関心

が高かった携帯電話の使用についてをテーマに研修会を開催したところです。テーマ

は、「これからのネット社会、自分の身は自分で守ろう」というテーマでございまし

た。現在のネット社会の問題点の指摘であるとか、保護者と子供とのルールづくりの

必要性が説かれました。また、同日は家族でできる情報モラルのしつけについて一緒

に考える研修も行われ、大変好評でありました。今後とも学校、社会教育、家庭が連

携して継続に取り組んでいる必要があると思っております。  

  答弁は以上です。  

○副議長（繁政秀子君） ３回目の質問。 
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  １７番梶川議員。 

○１７番（梶川三樹夫君） 子供たちがトラブルに巻き込まれないようにするには、学

校や家庭、警察、その地域、いろんな情報交換を密にすることが欠かせないと思って

おります。より連携が取れる十分な体制をとっていただきたいと思います。 

  最後に、福祉保健部にちょっと聞きたいんですが、平成２４年１０月、府中町内の

小学校５年生の女の子が母親による虐待死事件がありました。それで、児童相談所、

福祉事務所との自治体間を越える連携というものがそのときにちょっと問題になった

わけでございますが、その後、きめ細やかな引き継ぎがされるようになったのかどう

か、その反省を踏まえて、その後の対応をちょっと聞きたいと思います。よろしくお

願いします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（山西仁子君） 先ほどのお話のように、平成２４年１０月に当町在

住の１１歳の女児が実母の暴行により死亡するという痛ましい事件が起きました。こ

のような悲しい事件が二度と起きないように、広島県の児童死亡事案検証委員会の改

善提言に沿って、今さまざまな取り組みをしております。その後、専任職員を配置し、

研修等積極的に参加し、担当職員の資質の向上に取り組むとともに、当町独自の府中

町児童虐待対応マニュアルを整備いたしました。 

  特に、事件の教訓として先ほどからお話があります関係機関との連携、情報伝達の

共有の強化については、広島県の検証委員会でも大きな問題として取り上げられてお

り、マニュアルの中でも関係機関の役割、協力体制について明確に位置づけをし、連

携の強化を図るようにしております。 

  気になるお子さんについては、保育所、小学校、中学校、教育委員会等としっかり

情報を共有し、連携を取りながら、関係機関によるケース検討会議を随時開催してお

ります。ケース、ケースに合った対応ができるようにしております。 

  また、今年度から福祉事務所設置により、虐待専任職員が家庭児童相談員の役割も

担っておりまして、より細やかに家庭、児童、養育の相談に対応することもできるよ

うになりました。 

  先ほどお話が出ている不登校については、家庭環境に原因があることも多々ありま

す。家庭環境に原因があり、学校に行くことができないようなケースについては、し
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っかりと学校、教育委員会と連携を取りながら、こちらの子育て支援課も安否確認、

行政サービスの案内等を一緒に対応しているところでございます。 

  今後もさまざまなケースが出てくると思いますが、二度と悲しい事件が起きないよ

うに、課内の情報共有とともに、関係機関と連携、共有しながら、しっかりと対応し

ていけるよう日々業務に取り組んでまいります。 

  以上でございます。 

○副議長（繁政秀子君） 以上で、第２項、スクールソーシャルワーカーの活用はにつ

いて、１７番梶川議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第３項、府中町の将来像を聞くについて、１５番加島議員

の質問を行います。 

  １５番加島議員。 

○１５番（加島久行君） 府中町の将来像につきまして質問をさせていただきたいと、

このように思います。 

  平成２７年度の町長の施政方針の中で、内容等につきましても、私の一般質問の項

目と中身がかなり重なっている面が多々ございます。よって、施政方針でかなり町長

の見解はお伺いをいたしておりますので、それはそれなりに理解をいたしております

ので、その点をよろしくお願いをしたいと、このように思います。そういったことで、

いろいろな観点から私の思いを申しながら質問をさせていただきたいと、このように

思っております。 

  あしたの３月１４日ですか、北陸新幹線が開業されて、富山県、石川県は、地域特

徴を生かしながら、創生戦略というものを最大に努力しながら、これからも発展をさ

れるんじゃないんかなと、これを期待をいたしておるわけですが、それに加えまして、

予算委員長のほうからきょう審査過程における意見の中で、５号議案の中だったかな、

要するに、国が示しておる創生総合戦略等含めて、それが住民の福祉につながるよう

に望みたいと、そして財政計画もそこらあたりも視野を入れながら、今後計画を十分

にしていただきたいという、これが委員長の報告の趣旨だったと、このように理解を

いたしております。まさにそのとおりであります。そのことをやはり頭に入れながら、

第３次総合計画も平成２７年度で一応の区切りが結びつくわけですが、これから第

４次基本構想をつくっていくわけですが。 

  町長にここでお尋ねしときたいんですが、平成２７年度を含めて予算は通ったわけ
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ですから、要するに、３次総の町長が描いておったまちづくりの達成感といいますか、

そういったものがどういうふうに分析をされておりますか。それには私も十分承知を

しておりますが、民営化の推進とか、事業の効率化も図ってきましたね。事業の見直

しもやってきた。そして、補助金をもらえるものはとにかく一生懸命いただいてきた

と、交付金もそうですね、努力していただいてきたと。そういったことの財源はやは

りしっかりと確保しながら、３次総のまちづくりをやってきたと、努力されたと、私

はそのように 理解をしとるんで すよ。よって、そういうことで、私は達成感は

１００％は言いにくい面も多々ありますが、できてない、まだまだ課題も残っとるわ

けですから、だから、私としては大体９割方は達成を、町長しとるんやないんかなと

いうように認識をいたしておりますが、そこらあたりの町長の分析をしている見解を

お聞きをしておきたいと、このように思います。 

  なぜそれを言いますかといいますと、これからの総合計画をつくるにおいて、将来

のまちづくり構想を策定されると思いますが、要するに、３次総の計画の評価と課題、

新たに発生した課題、こういったものをやはり整理をして、そしてそれをもとにして

府中町の将来像、まちづくり構想をつくっていく、私はこれが基本だと思うんよね。

だから、そういうふうなことで今申し上げておるんで、第４次総の計画のテーマ、目

標、施策の根幹について、やはり町長今後どのように示そうと思っておられるのか、

どのようなテーマで策定をしていこうとされておるのか、今の段階でお聞きをしてお

きたいなと、このように思います。 

  それから、質問の趣旨にも書いておりますが、私はより住みやすく、安心して暮ら

せる利便性の高い元気なまちをつくっていく、これを願っておるわけですが、この思

いを基本に私は質問をしておるということを御理解をしていただきたい、このように

思います。その私の基本理念に沿って、質問の趣旨に入っていくわけですが、適正な

人口増と財政の健全化及び単独市制移行、この問題について町長の見解をお聞きして

おきたい、このように思います。 

  やっぱり単独市制の移行に備えて、あらゆるそういった人口、財政の健全化には最

大の努力をする必要がある。やはりここをしっかりしないと、市制の移行というのは

より難しくなるように思っておりますので、そこらあたりの見解をお聞きしておきた

いと、このように思います。 

  それから、商工業の発展と雇用の促進なんですが、何といいましても、府中町はマ
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ツダ株式会社を初め、工業の町であったわけですね。協力工場がだんだん、だんだん

この府中町から消えていって、いろいろな福富町とかいろいろ白木町とか、いろんな

ところへ工場が移転をしていったわけですが、何といいましても、やはりマツダ株式

会社の企業、それから商業でいいますとイオン、ここらあたりが府中町にとってこれ

から支えて、財源の問題も含めて頼りにする２つの要素があると、このように思っと

るわけですが、やはり雇用というものをしっかりと行政のやはりできる範囲内で可能

な限り促進をしていく、このことが地方自治の力量を試されておると、これが第４次

総に絡んでくるよ、このように考えております。そういったことを含めて、この商工

業の発展と雇用促進について、町長の見解をお聞きしておきたいと、このように思い

ます。 

  それから、地域創生に伴う知恵と発想の転換ですが、これはやはり今さっきも若干

申し上げましたが、政府におかれましても、地域創生で７４億円でしたか、それから

自発的に取り組む交付金等が１，７００億円だったというように思うんですが、そう

いうふうなことで、地域創生に伴うやはり各市町村の力量が試されておる、私はその

ように思っております。そういったことで、この点について答弁をお願いしたいと、

このように思っております。これは４次総にもありましたので、このぐらいにしたい

と思います。 

  それから、公有林を含めた山林の整備活用なんですが、これは１つ府中町の現状を

見てみますと、南北を結ぶ幹線については、県道を含めてかなりの整備が促進がされ

ておりますが、あれは東京都だったと思うんですが、オリンピックに向けて環状線を

つくって、２本か３本環状線をつくって交通の安全と時間の短縮に努力していくよう

に、東京都もオリンピックに向けてそういったことをやっとるわけですが、私ども府

中町の中においても、やはり山林火災とか、それから土石流とか、水害とか、そして

生活利便性、それから人命救助、いろいろなことでやはり環状線の整備というものを

４次総の中で何らかの形で検討する、これが将来の若者、子供たち、今から生まれて

くる子供たち、そのためにもこれは私は必要な環状線が要るんじゃないんかなと、こ

のように思っております。 

  要は、水分峡からずっと東側のほうを通って、要するに北から南、そして広島の海

田線、そして２号線、いろいろな高速道路、いろんなところに私は結ばれるんじゃな

いんかなと、このように思っとるわけですが、そういったことを含めて、長尾山とか、
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小太郎山、それから水分峡とか、そこらあたりのやはり道路調査、研究を私は進める

必要があるんじゃないかなと。要するに、新しい道路をどういうふうに設置するかと

いう、その道路を促進するための調査研究というのが私は要るんじゃないんかなと。

若干予算がこのたびも載っておりますが、そこらあたりを含めて、公有林を含めた山

林の整備ということで御答弁をお願いをしたいと、このよう思います。 

  それから、自然と文化を生かしたふるさとづくり、私ども府中町には国宝があるわ

けではないし、いろいろなそういうふうなものはないわけですが、やはり県が注目を

しておる史跡というのは府中町にはある。これはもう町長もよく言われますが、これ

はもう出張城跡とか、それから下岡田遺跡とか、これは県が注目しておる史跡なんで

す。 

  それから、県が指定しておる有形文化財というのが府中町にはあるんですが、これ

はもう多家神社、道隆寺、田所文書、こういうふうなものがあるわけです、そこらあ

たりも含めて、やはり府中町に住んで、府中ってどんな町、どういう印象が残ってる、

ように聞かれたときに、府中にはこういうものが印象に残っておるというそういう思

い出の残るような、そういったまちづくりをやっぱりこういう史跡を生かしてまちづ

くりをする必要があるんじゃないんかなと、それはもう出張城の跡には、あそこへ桜

でもばあっと植えて、桜の花が、出張城が２つあるんですね。そこへ桜がばあっと咲

いてる。それでその向こう側には黄金山が桜が咲いとる。黄金山というのは、もとも

とは瀬戸内海の島なんですね。あれは島だ。要するに、だからこっち側が本家なんで

す、陸につながっておるわけ。そういうことがあるんですが、そういったことを含め

て、要するに民間の協力を得ながら、やはり御相談もしながら、そういった自然と文

化を生かしたふるさとづくり、これは水分峡もいろいろなことを言いましたが、そう

いうふうなことも含めて検討する、４次総の中では重要な項目になるんじゃないんか

なと、このように思っております。 

  それから、子供たちが遊ぶ若者のまち、高齢者の社会参加と生きがいと、こう書い

てるんですが、これはやはり遊ぶ場の多い自治体には健全な元気な子が育ついうてよ

く言われております。遊ぶところの少ないところは、なかなかこれ被災地等もあるん

ですが、残念ながらそういうふうなところは体力が低下しておるというこれも報告が

あるわけですが、そういった遊ぶ場というものを頭に入れながら、そして高齢者の生

きがいというか、社会参加というものをやはり組み入れながらまちづくりをする必要
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があるんじゃないんかな、それにはやはり府中町が持っておりますいろいろな財産、

ここらあたりをやはり活用しながら、４次総の中で将来展望に立った施策というもの

をぜひ考えていただきたいなと、まちづくりを進める一つの根幹として、私はそこら

あたりも考えていただきたいと、このように思っております。 

  それから、何事もまちづくりをする上においては、やはり一番大事なことは、町民

との信頼と安心感なんですね。やはり町長は非常に町民から信頼をされております。

それで、和多利町長がすることは安心してやはり見ておられるんじゃないんですか。

私は今までずっと和多利町長を見てきておりますが、そのように私はいろいろな方か

らお話を聞いたり、そういう認識をいたしておりますが、そういったことをやはりこ

れからもあらゆる面でそういったことも含めて、やはり人間性豊かなまちづくりとい

うものを私は考える必要がある。４次総には特にそこらあたりをひとつ町長、心にと

めていただいて、すばらしい４次総になることをお願いをしたいと、そういったこと

を含めて、町長の目標と手法、考え方をお願いをしたい。 

  以上でございます。よろしく答弁のほどお願いいたします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） １５番加島議員さんの質問でありますが、概しては、府中町

の将来像を聞きたいと、こういうことでございますので、お答えをさせていただきま

すが、質問状には箇条書きで書いてあるんですけれども、質問者もおっしゃっておら

れましたように、施政方針でも御質問があって、半分ぐらいダブっとるんじゃないか

なというような気もしますので、総論でまとめたので、そのようにお答えをさせてい

ただいたらなと、こういうことで御理解をいただきたいと、このように思います。 

  質問状の前に、やはり第３次総の話がございまして、どのぐらい進捗したんかいう

ようなことで、どういうように思いかというような質問がありましたんですが、まさ

におっしゃっておられるとおり、９０％を超えとる。おおむね今の考え方は変わらな

い。９０％、まだ１年ありますから、それが今９０％、あと３％ぐらい行ったりする

かもわかりませんが、最終的にまだデータを見ておりませんので、そのぐらいが例会

のあれで位置づけができるかなと、こういうことがございましたので、申し上げてお

きたいと、このように思います。 

  それでは、本題に入りますが、基本的には安全・安心がもちろんのこと、今日の大
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きな社会変化として、少子・高齢化に伴う人口減や、都市再生の醸成にいかに対処し

ていくのかということと、おっしゃっておられる市制移行を見据えた行政サービスの

充実、また広域行政の中で町の存在感をいかに高め、何を果たしていくのかいうこと

が大切であると、これらが最近新たな今日に課せられた課題でもなかろうかと、この

ように思っております。 

  安全・安心のまちづくりにつきましては、既存の公共施設の延命化計画のもとに、

年次的に橋梁あるいは地区センター、上下水道、かなりの年月がたっておりますので、

これらの公共施設の整備をすることといたしておるということでございます。 

  人口減や都市再生については、今進めている街路、連立及び区画整理、学校の耐震

改修、改築を中心に、補助街路、あるいは仮称でございますけれども、今回２年にわ

たるんですけども、初年度に（仮称）本町住宅、北部総合福祉施設の整備をする。あ

るいは道路改良、公園の整備や、それから第６期介護保険計画施設、広域行政受け入

れ施設などの公共用地の確保などの都市施設の拡充を進めてまいり、さらに雇用とか

いろんな話がありました。商、工、住のバランスのまち、道路あたりをやりますと、

都市計画の用途地域を見直しをする等で、企業の営業所とか支社とか、こういうもの

を誘致できれば、そうすれば独自の雇用の創出ということにもつながっていくと、こ

ういうことで、そのようにしていきたいと、このように思っておるところでございま

す。 

  また、子育て支援、婚活、交通、教育、環境、産業振興等の施策も進めて、活力の

ある安心・安全に暮らせるまちづくりこそが、人口減対策であり、都市再生の対策と

して考えておるということでございます。 

  また、平成２７年度は２８年から始まる、仰せのとおり、第４次総合計画の策定の

中、さまざまの計画を織り込み、誰がまちづくりを担当しても本流は変わらないもの

として整備をすることに努力をいたしてまいりたいと、こういう抽象的でありますが、

思いを４次総の策定に向かっては考えておるということでございます。 

  問題は、財政ということになりますが、これまでの厳しい社会経済環境の中で、行

財政改革や遊休地の活用、そして依存財源の獲得等で厳しい財政管理のもとに、こと

ごとく難局を切り抜けて今日を迎えてきたということでございますが、その間、いつ

かはよい時期が必ず来ると、こういう夢も持っておったということでございますが、

御承知のように、ここに来て、国の大改革で先は明るい兆しが見えてきておりますの
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で、何とかなってほしいと、こういうふうに今大きく願いを持っておるということで

ございます。恐らく一定の効果は間違いなくできてくると思っておるところでもござ

います。 

  この傾向を含め、主要３事業も逐一終了していく見通しも立ちますので、その後は

起債も償還額以下になっていくと考えると、心配をされている財政健全化、おのずと

なっていくというふうに、私はとしては考えておるということでございます。これか

らも十分行財政を分析しながら、当面、最大限積極的なまちづくりを進める、衰退を

しない、衰退をしますと税収が大きく下がる可能性もあるということでございまして、

先行きの財政は心配を私はしてないと、その中で衰退をしない、本当にみんなが住ん

でみたいと言われるこの町を引き続き進めてまいりたいと、このように考えておると

いうことでございます。 

  特に、ことしの２７年度予算も、これもそういうつもりで編成をしたということで

ありますが、本当に２１％も大きな予算を組んで、ひょっとしたら心配されるかのと

いうふうに、当初提案する前には私も考えた。いろいろ予算編成をする上において、

やっぱり中・長期的には財政がどうなるんかいうことを心配しまして、十分チェック

した、いうことでございまして、私も就任して１５年になるんですが、実際には借金

はふやしてない。臨債とか事業を交付税で見てもらうものは、今回でも学校なんか

３０億円近くあっても、３８億円ぐらいかあっても、実際には１４億円ぐらいは交付

税で見てもらう。こんな有利な事業を重ねたために大きな予算になったということで

ございまして、財政指標をその中で見てみると、長期的にはどうか、財政のことも心

配されておりますから、ちょっとつけ加えよるんですけれども、実際には借金の構造

を見ますと、一般会計は１００億円ぐらいですよ、それと臨債と交付金で見てもらう

起債が約９０億円ですね、それと下水が９０億円程度、総じて２７０あるんですが、

先ほど言いますように、臨債とか交付税で見てもらう９０億円は、私は全く資産に入

れていないということでございますし、それと特徴的なのはやっぱり下水なんですね。

これ使用料で起債の半数、資本費まで及ぶ償還ができる使用料をいただいております

ので、一般会計からすると抽象的なんですが、大体一般会計の２分の１ぐらいの負担

で済むということになっておると、十数年前、私が就任したところにさかのぼりまし

ても、借金が下水なんかたくさんしたんですが、ふえてないということでございまし

て、特にこの指数を見ますと、これが昔から一つも変わってない。世の中は変わった



- 28 - 

んですから、変わらなきゃあいかんというのが本分だと思うんですが、ほいじゃあど

こが指数が違うんかい。今回のこの公債費比率は問題ない。昨年が１３．２％ぐらい、

こっちは分母が大きいなって１１．２％ぐらいなる、下がっとる、指数が。 

  それと、やっぱり大きなのは経常収支比率、これは実際に今の国の計算式じゃった

ら、経常収支は予算時期としたら１００％、決算をしたら９７％ぐらいに下がるんで

すけれども、ほいじゃあ高いじゃないかと、こうおっしゃるかもわかりませんが、何

でほいじゃあまちづくりができとるんかということになりますが、実は、特交５億

５，０００万円、これが分母に入らん。都市計画税の３億８，０００万円も入らん。

これを換算したら、これ換算すべきなんです。そうしたら大体９０％ぐらいになる、

経常収支比率が。そういうふうなことを考えて、ひょっとしたらことしあたりは大手

企業もたくさんいただけるかもわからんということを考えたら、まだまだ計数は低く

なると、楽しみにしとるということなんですが、そこらを換算しますと、将来的にも

向こう１０年間の思いはどうかと言われますが、いろんな新たな事業も進めることは

十分可能だという今の見解を持っておりまして、恐らく間違いないと思いますが、今

後の行財政は全く私は心配しとらんと、心配しとるんですが、まだ顔を見るまでは心

配しとるんですが、想定したら余り心配しとらん、こういうことでございまして、期

待に沿うようないろんな第４次総へ織り込みをしながら、一層暮らしやすい利便なま

ちづくりができる可能性が今日考えられると、こういうことで、恐らくいい期待に沿

った計画ができるんではないかというふうに思っておることを申し上げ、お答えにか

えたいと、このように思います。 

  以上でございます。 

○副議長（繁政秀子君） ２回目の質問ありますか。 

○１５番（加島久行君） ありません。 

○副議長（繁政秀子君） 以上で、第３項、府中町の将来像を聞くについて、１５番加

島議員の質問を終わります。 

  続いて、総務文教関係、第４項、揚倉山健康運動公園の活性化をについて、１４番

岩竹議員の質問を行います。 

  １４番岩竹議員。 

○１４番（岩竹博明君） １４番岩竹です。揚倉山健康運動公園については、幾つか課

題があるんですが、今回は天然芝から人工芝に切りかえてもらえないだろうかという
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ことで質問をさせていただきます。 

  揚倉山健康運動公園の活性化をというテーマで、質問趣旨、今日の高齢化社会では

何よりも町民が健康で生きがいのある生活を送るための健康づくりは大変大切であり、

行政にとっても大きな課題でもあると思います。 

  その対策の一つとして、子供からお年寄りまでが参加できる生涯スポーツの推進に

よる健康づくりの取り組みを、さらに充実させるための施設整備について伺います。 

  特に、生涯スポーツは、町民の運動能力向上や健康づくりには大変効果があり、今

日多くの自治体で大きな行政課題となっている医療費問題削減についても、一定の効

果が期待できると思われます。 

  そうした生涯スポーツのさらなる普及のための条件整備として、揚倉山健康運動公

園の天然芝を人工芝に張りかえ、現在の養生期間中の使用期間を改善し、誰もが一年

中使用できる施設とし、健康づくりの一環を担う施設として再整備をしていただきた

いと思いますが、教育委員会の考えをお聞きします。 

  なお、今日ではイニシャルコストも低減化しているとお聞きしていますが、コスト

面も含めてお考えを伺います。よろしくお願いします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  教育部長。 

○教育部長（金藤賢二君） １４番岩竹議員の揚倉山運動公園の活性化をについて答弁

させていただきます。 

  揚倉山運動公園は、平成８年に本県で開催された広島国体の成人サッカー会場とし

てオープンいたしました。その後、サッカーやグラウンドゴルフなど、子供からお年

寄りまで楽しめ、利用できる生涯スポーツ施設で、町内外から多くの人に親しまれ活

用されております。 

  このように、多世代でスポーツを楽しむことは、私たちの健康で文化的な社会生活

の基盤づくりになるばかりか、地域コミュニティーの形成として一翼を担っていくも

のだと考えております。 

  さて、揚倉山運動公園多目的広場の天然芝を人工芝に張りかえて一年中使用できる

施設に再整備を行ってはどうかということでございます。天然芝は四季を感じた見た

目の美しさ、風合い、ふかふかの感触はこれにまさるものはなく、人工芝の品質が以

前よりよくなったとはいえ、サッカーやラグビーなどのプレーする上で最もよい素材
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であると言われております。 

  しかしながら、維持管理する上では、年間約９０日の養生期間が必要であり、１日

の稼働時間も芝のためには６時間以内がよいとされております。一方、人工芝は、悪

天候以外は使用が可能となり、ほぼフル活動が可能となります。一部消耗の激しいゴ

ールキーパー付近などは定期的に張りかえることが必要となりますが、それでもメン

テナンス費用は１０分の１程度に軽減されるとお聞きしております。 

  次に、初期費用です。１面を人工芝にするには、既存の天然芝の撤去費用と張りか

え費用を合わせて約１億９，０００万円程度かかると言われております。使用料収入

も稼働率が上がるため、増加が予測できますが、どれだけの利用が見込めるかは現在

のところは未知数でございます。 

  全国的にも人工芝への転換は、サッカー場、野球場、学校のグラウンドなどで行わ

れていますが、まだ事例も少なく、今後人工芝の普及状況やそれに伴う施工単価の低

減、品質の向上、またはフル活用した場合の利用者数、その見込み数など、他施設の

情報を収集し、研究してまいりたいと考えております。 

  答弁は以上であります。 

○副議長（繁政秀子君） ２回目の質問。 

  １４番岩竹議員。 

○１４番（岩竹博明君） 検討するという答弁でしたが、ぜひ前向きに検討をお願いし

たいと思います。揚倉山健康運動公園の現在の天然芝の維持費、当初は３，０００万

円ぐらいかけてたと思うんですが、ここ数年は上段も下段も含めて、８００万円なん

ですよね。費用を下げておるわけです。そうしますと、３、４カ月養生しても、使用

禁止期間なんですが、養生期間が終わって再開して使いますよね、サッカーで１、

２回やってしまうと、もうすぐはげてしまうんです、根が張ってないんですね。いう

ことで、本当にもったいないなと思います。 

  最近はイニシャルコストも低減化していますし、人工芝に切りかえる費用、先ほど

は現在の天然芝をはぐ費用も入れて１億９，０００万円ぐらいかかるということなん

ですが、天然芝の張りかえ、８，０００万円から１億円ですよね。１億円出しますと、

排水設備も備えた立派な施設になるんです。品質も最近はもう改良されてますから、

１０年間は持つということです。この近辺の自治体では廿日市市が人工芝に切りかえ

て、もう切りかえ済みなんです。 
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  それから、府中町の青少年文化センター、ここは本年度改良された芝に張りかえる

そうです。いうことで、人工芝になるとランニングコスト、メンテナンス費用がほと

んど要らなくなるということで、町民への利用度、頻度を上げて、受益者負担で収入

増にもなるんじゃないかと思います。 

  そこで、理事者にお聞きしたいんですが、メンテナンス費用、これから検討じゃ言

われたんですが、どのぐらいかかるか想定されているのか、ちょっとお聞きしたいと

思います。 

○副議長（繁政秀子君）  答弁。 

  社会教育課長。 

○社会教育課長（池口豊記君） １４番岩竹議員の御質問にお答えいたします。 

  まず、メンテナンス費用ですが、一般的なデータからの推計となりますので、御了

承ください。人工芝の耐用年数は、一般に１０年と言われております。ですから、

１０年間での比較をさせていただきました。この１０年間の比較で、天然芝は約

８，５００万円、人工芝は約６００万円となります。しかしながら、人工芝は耐用年

数が１０年ということなんで、１０年後には全面の張りかえが必要と考えられます。

その場合の費用が約１億２，０００万円必要となります。 

  以上でございます。 

○副議長（繁政秀子君） ３回目の質問。 

  １４番岩竹議員。 

○１４番（岩竹博明君） 現在、天然芝、上段も下段も天然芝なんですが、私が思うの

は、上段のほうだけ切りかえてもらえればと思います。下段のほうはそのままでもい

いし、土のままでもいいんじゃないかと思いますが、そこら辺の考えを町長に御意見

を伺いたいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（繁政秀子君） 答弁。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 検討すると言うたとかいうことなんですが、先ほどメリット

計算がありましたように、検討はすると言いながら、まだ私はそういう張りかえよう

というような気持ちをまだ持てない、実は、悪いんですけれども。これはそれだけの

ことをやるんなら、ほいじゃあどれだけ反響があるんか、どれだけ使うんかというこ

となんです。これが一番大切なんですね。そりゃ人工芝のほうが高いですよ。１億



- 32 - 

９，０００万円かかる。昔は１億言いよったんが、いつの間にやら２億円になって、

これそういう最近なっとる。昔は１億円じゃったんだ、２、３年前まで。くるっと

１億円ぐらいに変わっとるんですが、いずれにしても、仮に、仮に変えるんなら、も

ちろん下まで変えるいうようなことはしやしません。上しかせんということになりま

すが、これからも検討だけ、やっぱり本当にそれだけの投資をして効果があるんかど

うかというのがやっぱり一番大きな問題だろうというふうに考えておりますので、ひ

とつそういうことでお答えにかえさせていただきたいと、このように思います。 

  以上です。 

○副議長（繁政秀子君） 以上で、第４項、揚倉山健康運動公園の活性化をについて、

１４番岩竹議員の質問を終わります。 

  以上で、総務文教関係の質問を全部終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副議長（繁政秀子君） ここでお諮りいたします。 

  本日はこれをもって延会とし、３月１６日午前９時３０分から会議を開くことにい

たしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○副議長（繁政秀子君） 御異議ないものと認めます。よって、本日は延会とし、３月

１６日午前９時３０分から会議を開くことと決し、これをもって延会といたします。 

（延会 午前１１時５８分） 


